






2017年度より開始した本プログラムでは、スペイン・バルセロナのアートセンター、グラナー（Graner）と協同で、スペインの
アーティストが京都芸術センターに、日本のアーティストがグラナーに滞在し、リサーチを行います。

グラナーは、スペイン・バルセロナの身体表現に特化したアートセンターで、スタジオと住居を敷
地内に備え、アーティスト・イン・レジデンスプログラムや、国内外のアートセンターおよびフェ

スティバルとの共同製作を行っています。施設の周辺地域の住民やアーティストとの関わりが深く、
その地域で創作をする際のハブ機関として機能していることや、生活を基盤をとした制作の在り方を
模索し、創作環境の充実を目指すという施設のミッションに京都芸術センターとの共通点があり、協
働を決めました。

昨年秋にはコレオグラファーのマヌエル・ロドリゲスが京都に滞在しましたが、現在は、演出家の相
模友士郎がグラナーで滞在制作を行っています。相模は、10月1日－23日の約3週間で、「植物」と「う
た」を切り口に、現地の庭師やアーティストとともに、公と私の狭間や、振り付けられた状態と素の身
体との境界を探るリサーチを行っています。帰国後の報告会（後日詳細発表）をお楽しみに。

「継ぐこと・伝えること」では、伝統芸能の「現在」に着目し、実演や解説などを交えて伝統芸能
をわかりやすく紹介し、芸能の継承の意義について観客と出演者がともに考える機会を創出
してきました。今年度は、「享楽」をテーマとし、落語と日本舞踊を紹介します。

芸能の鑑賞には、観る者の心を掴んで離さない一種の中毒性がつきもの
です。この歓びへの欲求を「享楽」と捉え、時代を越えて人 を々魅了し続

ける、落語と日本舞踊の魅力を紐解きます。
「呵々大笑―落語―」では、東京を拠点に活動する柳亭小痴楽による実演と

トークで、落語の醍醐味や寄席の魅力を紐解きます。柳亭小痴楽は、落語家・
講談師によるユニット「成金」のメンバーとして旅公演やメディアへの出演な
ど、精力的に活動を展開する注目の若手落語家。古典落語を得意とし、愛嬌
があって憎めない登場人物と寄り添いながら落語をしていると話す小痴楽は、
落語へ、そして芸を磨くことについてどのような眼差しを向けているのでしょう
か。トークでは、『上方芸能』元編集長で追手門学院大学講師の広瀬依子を聞
き手に、上方・江戸落語を比較しながら、それぞれの魅力に迫ります。
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アーティスト・イン・レジデンス プログラム：
エクスチェンジ／グラナー
派遣アーティスト：相模友士郎
期間：2018年10月1日－23日

Co-program 2019プラン募集！
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継ぐこと・伝えること 61　享楽×呵々大笑―落語―
会場： 大広間
日時： 11月17日（土）受付18:00 開場18:30 開演19:00
出演： 柳亭小痴楽（落語家）
司会： 広瀬依子（追手門学院大学国際教養学部講師）
料金： 一般前売1,800円／当日2,000円、
 高校生以下500円（前売・当日共）
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―日本舞踊―
2019年2月予定

以下の4つのカテゴリーから選び、応募してください。
カテゴリーA：「共同制作」（公演事業）

カテゴリーB：「共同開催」（展覧会事業）

カテゴリーC：「共同実験」（リサーチ、レクチャー、ワークショップ等）

カテゴリーD：「KACセレクション」（演劇、ダンス、音楽、伝統芸能等の舞台芸術の分野で、発表に限定して支援を行う）

応募資格：意欲的な芸術表現を試み、市民との交流に対する意欲を持ちながら活動を継続的に展開し
ている芸術家・芸術団体及びそれらを支援する個人・団体

応募期間：11月1日（木）－11月30日（金）

事業実施期間：2019年4月1日（月）－2020年3月31日（火）
※事業実施期間及び支援内容はカテゴリーに応じて異なります。詳細は要項及びウェブサイトをご覧ください
※募集情報（P2）もご覧ください

Profile

柳亭小痴楽（りゅうてい こちらく）
1988年、五代目柳亭痴楽の次男として生まれる。2005年、入門を申し出た途
端に父が病に伏したため、二代目桂平治（現：桂文治）へ入門し、「桂ち太郎」
で初高座。2008年、 父の門下に移り「柳亭ち太郎」と改める。2009年、柳亭楽
輔（父の弟弟子）門下へ。同年、二ツ目昇進を期に「三代目柳亭小痴楽」を襲名。
落語芸術協会の若手落語家・講談師によるユニット「成金」を結成。好きなもの
は、読書・心霊スポット巡り・映画鑑賞・スポーツ鑑賞・洋服・お菓子・お酒・煙草。

うっかり心を奪われてしまう経験、あるのではないでしょうか。伝統芸能は、芸能の歴史は長くとも、公演はい
つも生もの。いつの時代にも魅了されて通うお客さまがいて、芸能は続くのだとしみじみと実感しています。

堀越芽生子（アートコーディネーター）

限られた期間ではありますが、グラナーの明るくフットワークの軽いスタッフの協力のもと、リサーチを今後どのように展開していくのか楽
しみです。 堀越芽生子（アートコーディネーター）

アーティストと京都芸術センターが協働し、先駆的・実験的なプログラムに取り組むCo-program。11月1日より、2019年
度に実施するプランの募集を開始します。

C o-programでは、公演、展覧会、リサーチのほか、発表の支援に特化した「KACセレクション」
の4つのカテゴリーを募集します。プランが採択されると、内容や広報の仕方など様 な々面で京

都芸術センターと共に協議・実験・フィードバックを重ね、プランを練り上げていきます。発表時期にも
よりますが、ほとんどのプランにおいて半年以上、時間をかけて取り組んでいます。

2018年度は特にリサーチ（カテゴリーC）の分野において、一般の参加者と交流しながらプログラム
を進める傾向が顕著に現れました。このように、一人ではなかなかできないことに取り組んだり、多
様な視点からフィードバックを得られたりするのも、京都芸術センターとの協働の特徴と言えるでしょ
う。多くの皆様からのご応募をお待ちしております！

Co-programの募集はこれで3回目。今回よりE-mailでの提出となりました。前回より変更となった点もありますので、最新の情報は京都芸術セ
ンターウェブサイトでご確認ください。どのようなプランに出会えるのか、楽しみです！！ 奥村麻衣子（アートコーディネーター）

リサーチより　photo by Yujiro Sagami グラナー

Co-program 2017 カテゴリーA 乃村健一『小さなオペラ【木の匙】』
撮影：大島拓也

Co-program 2018 カテゴリーC 増田美佳「mimacal」

Photo by Renji Tachibana

Profile

相模友士郎（さがみ ゆうじろう）
演出家。1982年福井生まれ。70歳以上の伊丹の高齢者たちと制作した『DRAMATHOLOGY』（2009）で鮮烈なデビューを果
たし、その後も様 な々コミュニティに入り込みながら、劇場で見るという身体的経験を問い直す上演を続ける。ダンス作品『天
使論』（TPAM in YOKOHAMA 2012）を発表。最近作に、『スーパーインポーズ』（2016）、ダンサーの佐藤健大郎との共同制作に
よる『ナビゲーションズ』（2014－）など。
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
※設備点検のため臨時休館することがあります

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter

京都芸術センター窓口、もしくは下記ウェブサイトより
ご注文いただけます。
http://www.kac.or.jp/shop/

夏休み企画展『感覚のあそび場
─岩崎貴宏×久門剛史』

展覧会カタログ
2016年7月26日－9月11日

定価 500円（税込）


